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防
災
の
日
で
あ
る
９
月
１
日（
水
）、
天

草
市
役
所
庁
議
室
に
お
い
て
「
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
締
結

式
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
天
草
市
管
内
に
お
い
て
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
天
草

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
す
る
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
に
、

一
般
社
団
法
人
天
草
本
渡
青
年
会
議
所

（
野
口
太
志
理
事
長
）
と
牛
深
青
年
会
議

所
（
益
田
貴
彰
理
事
長
）
が
人
的
・
物
的

支
援
等
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
救
援
活
動
が
円
滑
か
つ

効
果
的
に
展
開
さ
れ
、
被
災
者
等
の
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
で
、
天
草
本
渡
青
年

会
議
所
と
牛
深
青
年
会
議
所
及
び
天
草
市

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
常
時
か
ら
協
働

し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
及
び

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
被
災
者
支

援
に
関
す
る
研
修
、
訓
練
等
を
お
こ
な
う

こ
と
で
、
情
報
の
共
有
や「
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
」に
備
え
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
天
草
市
に

お
い
て
、
両
青
年
会
議
所
の
協
力
は
大
き

な
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

災害ボランティアセンター・被災者を迅速に支援
災害時相互応 援協定締結式

▲天草本渡青年会議所
野口　太志 理事長

▲天草市社会福祉協議会
馬場　昭治 会長

▲牛深青年会議所
益田　貴彰 理事長

全国から集まった救援物資の整理

青年会議所の活動紹介

被災者宅でのボランティア活動

天草市

災害ボランティアセンターとは

　令和２年７月豪雨による被害は、天草市においても大きな爪跡を残しました。天草市社会福祉協議
会では、牛深地域に災害ボランティアセンターを設置し、被災された方々の支援をおこないました。
　今回の協定を締結した牛深青年会議所は、茂串地区や魚貫地区を中心にボランティアとして活動さ
れ、被災者の支援をおこなわれました。
　また、青年会議所熊本ブロック協議会に、全国から青年会議所のネットワークで集められた救援物
資が届き、熊本県内で被害が特に大きかった人吉や八代へ物資が輸送され、牛深地区にも、高圧洗浄
機や掃除道具、マスク、消毒液などが届けられました。
　天草市社会福祉協議会が設置した災害ボランティアセンターにも、マスクが不足していたため、届
けていただきました。

❶❷❸❹

家
の
中
に
土
砂
が

入
っ
て
来
て

家
の
中
が
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ…

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
際
に
︑天
草
市
と
天
草

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
締

結
し
た﹁
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

運
営
に
関
す
る
協
定
書
﹂

に
基
づ
き
設
置
し
ま
す

ま
ず
は
家
具
を
搬
出

し
て
か
ら
家
の
中
の

土
を
取
り
出
そ
う

こ
れ
で

安
心
し
て

過
ご
せ
る

被
災
者
か
ら
受
け
付

け
た
依
頼︵
土
砂
出
し

や
家
財
道
具
の
搬
出

な
ど
︶を
受
け
付
け

ま
た
︑各
地
域
か
ら
集
ま

っ
た
支
援
器
材︵
ス
コ
ッ

プ
や
一
輪
車
な
ど
︶を
管

理
し
被
災
地
支
援
の
た

め
に
貸
し
出
す
こ
と
で
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
効
率
的

に
活
動
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

集
ま
っ
た
人
達
の
派

遣
を
お
こ
な
い
ま
す
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　１０月１０日（日）、天草市民センターにて「令和３年度あまくさ福祉まつり」を開催し、
多くの方々にご来場いただきました。
　ホールではオープニングの「天草ありあけ太鼓の会」による演奏や“しほママ”こと
柳原 志保 氏を講師にご自身も被災（東日本大震災、熊本地震、令和２年７月豪雨）され
た経験から、地域防災活動のポイントや防災・減災に関する日頃からの備えなどについ
てご講演いただきました。
　その他、市民センターの各会場に、「ボランティア活動紹介・ボランティア体験コー
ナー」を設け、「ペアレントメンター事業の紹介」、「福祉作業所による展示即売会」、
「加工グループや島んもんマルシェによる物品販売」、「作品展示」、「各種相談コーナ
ー」及び、「福祉機器展示」など行いました。

運営スタッフ協力校
●天草市立本渡看護専門学校●熊本県立拓心高等学校●熊本県立天草工業高等学校●熊本県
立天草高等学校●社団法人ボーイスカウト天草第１団・ガールスカウト熊本第21団

▲来賓祝辞
天草市議会

浜崎　昭臣 議長

▲開会挨拶
天草市ボランティア
連絡協議会
深谷　茂 会長

▲オープニング
「天草ありあけ太鼓の会」

開　会

「もしもに備えるいつも」

▲  講師：歌う防災士“しほママ”こと　柳原　志保 氏

令和３年度 あまくさ福祉まつり

福祉のまちづくりを目指して♥ ♥

♥
♥

優秀作品表彰式

▲御所浦町　亀平　麻子
オレの自慢「島・海・みゆきの笑顔」

▲御所浦町　福島　隆義
「年の差９１！」

▲五和町　丸山　有記
「スマイル」

『
想
い
』
の

溢
れ
る

作
品
大
集
合

書道部門

写真部門

たくさんのご出展、ありがとうございました。
本紙掲載は、特選の方のみとさせていただきます。（順不同・敬称略）

▲令和３年度　あまくさ福祉まつり作品展　受賞者

講 演 会

（順不同・敬称略）

▲主催者挨拶
社会福祉法人

天草市社会福祉協議会
馬場　昭治 会長

～ ふ だんの く らしの し あわせづくり～
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学校賞
天草市立 有明小学校

校長　森下　和代 様

天草市立 新和中学校
校長　寳　 正幸 様

あまくさ福祉まつり作品あまくさ福祉まつり作品

小学部　６年　松本　杏
「みんな　なかよし」

小学部　４年　田崎　智子
「なかよし」

小学部　５年　三浦　弘也
「えがおいっぱい　　　
　　　　 はないっぱい」 

小学部　２年　川邉　駿
「なかよくあそぼう」

中学部　１年
田中　綾華
「プールの中」

中学部　１年
生田　晴
「ダクショーン」

小学部　６年　田口　柚花
「たいせつな　なかま」

中学部２年生
「レインボーマン」

高等部　２年　金子　智花
「アマビエ」

高等部　２年
ちぎり絵グループ
「ほんまちナイト」

小学部　５年　本迫　浬玖
「みんな　ちがって　　　
　　　　　みんな　OK」

令和３年度も熊本県立天草支援学校（校長　茶園　浩志）より数多
くの素敵な作品をご出展いただきました。
今回は、その中から特選及び入選に選ばれた作品と合同作品を掲載
させていただきました。　　 　　　　　　　　（順不同・敬称略）

天草支援学校
入賞作品

令和３年度 あまくさ福祉まつり作品令和３年度 あまくさ福祉まつり作品

絵画部門

▲本渡北小学校３年  鶴田　咲月
「弟とえがおでピアノ」

▲本渡北小学校３年  中村　優月
「えがおでタッチ」

▲天草小学校４年  岩下　綺梅
「私の自慢～笑顔いっぱい家族～」

▲有明小学校１年  はまさき　あいり
「おてつだい　たのしいな」

▲佐伊津小学校１年  わかまつ　ゆうひ
「家族の笑顔」

▲五和小学校５年  小林　清之助
「とれたよ夏野菜」

▲倉岳小学校１年  松下　慎太朗
「みんな　なかよし」

▲本渡北小学校６年  横山　陽奈
「地域の笑顔」

咲
か
せ
よ
う

　
　

笑
顔
の
種
で

　
　
　

し
あ
わ
せ
の
花

有
明
中
学
校  

三
年  

木
村 

羽
愛
音

繋
ご
う
よ

　
　

笑
顔
の
バ
ト
ン

　
　
　
　
　
　

次
は
君

牛
深
東
中
学
校 

一
年 

坂
田  

壮
護

さ
し
の
べ
る

　
　

そ
の
手
の
先
に

　
　
　
　
　

笑
顔
あ
り

牛
深
中
学
校 

一
年 

田
中　

 

藍

標
語
部
門

作文部門
【小学生　中学年】
新和小学校４年　西村　昴行　「海岸のゴミ拾いに参加して」

【小学生　高学年】
有明小学校５年　松﨑　蒼来
　　　　　　　　「地域の方々との交流を通して思ったこと」
牛深東小学校５年　一二三　ゆうねね　 「福祉について」
亀川小学校６年　濱口　紗衣　「守れる命」

【中学生】
有明中学校２年　太田　ゆあ
　　　　　　　　「しあわせな地域をつくるために」
栖本中学校３年　長濱　葵　「幸せな地域を作るため」
本渡東中学校１年　吉田　聡人　「お父さんの病気との戦い」

優秀作品紹介

小学部　１年　濱田　昌杜
「えがお」
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本
年
も
10
月
１
日
か
ら
、
全
国
一
斉
に
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、
人
と
人
と
の
支
え
合
い
を

築
き
、
住
民
の
生
活
と
暮
ら
し
を
豊
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
方
の
参
加

と
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
『
赤
い
羽
根
共
同
募
金　

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
式
』
は
、
共
同
募
金
運
動
の
広
報
・
啓
発
を
目

的
に
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
行
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
共
同
募
金
は
、
募
金
総
額

の
約
70
％
が
、
地
域
配
分
金
と
し
て
、
天
草
市
に
還

元
さ
れ
、
各
種
団
体
の
活
動
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
普
及
啓
発
事
業
並
び
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
対
す
る
様
々
な
地
域
福
祉
事
業
の
財
源
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
募
金
運
動
の
草
分
け
と
し
て
、
寄
附
文
化

を
育
み
、
住
民
相
互
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
て
き
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
、
今
後
も

力
強
く
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

令
和
３
年
度 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

『
第
75
回 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
』始
ま
り
ま
す
！

▲馬場会長の代理挨拶
天草市共同募金委員会
副会長　鶴戸　継啓

（天草市議会教育厚生委員長）

▲中央共同募金会会長メッセージ披露
熊本県共同募金会
理事　福本　壯一

（天草市社会福祉協議会常務理事）

▲厚生労働大臣メッセージ披露
天草市共同募金委員会
副会長　伊勢﨑　裕樹
（天草市福祉事務所長）

ナフコ本渡店

サンリブ本渡店

イオン天草店

TSUTAYA天草店 スーパーセンタータイヨー本渡店

　10月１日（金）は、天草市共同募金
委員会役員と本渡圏域地域福祉推進委
員等の皆様方とともに、本渡地区の５
カ所の会場で街頭募金をおこないまし
た。
　本年も皆様方の温かいご理解とご協
力をいただくことができました。
　ありがとうございました。

今年の共同募金運動のスローガンは

『あなたと私は、
　　赤い羽根でつながっている』
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成年後見講演会令和３年度

市民後見人養成講座～実践編～令和３年度

令和３年

天草市社会福祉協議会の各文所へおたずねください。

11月９日（火）
天草市社会福祉協議会に設置している申込書を本所
または各支所へ提出ください。

13：30～１5：0011月17日（水）

認知症になった波平さんPart２
～契約社会と成年後見制度～

　認知症になり判断能力を失った波平さんを例に、成年後見
制度とは？
　成年後見制度でどのように支援していくのかを渡辺氏に
「サザエさん」一家を題材にし、解説していただきます。

講師：日本福祉大学 中央福祉専門学校
　　　　　　専任教員　渡辺　哲雄 氏

受講生募集！

日 時

場 所

締め切り

申込方法

天草市権利擁護人材育成事業

参加
無料

参加者
募集

あまくさ成年後見センター ☎０９６９-３２-２５５２問い合わせ先

☆対象者：天草市民であり、原則として、全カリキュラムを受講する事が可能な方
　　　　　成年後見制度に関心があり、地域での福祉活動に意欲がある方
　　　　　民法第８４７条に定める、成年後見人等の欠格事由に該当しない方
☆申込締切：11月19日（金）
☆申込方法：天草市社会福祉協議会に設置している申込書を、本所または各支所へ

提出ください。

受講料
無料

対人援助の基礎
障害者総合支援法、生活保護制度の概要など
成年後見制度の基礎
市民後見概論
天草市の現状・課題、介護保険法など
個人情報の保護

天草市民センター
第３会議室

11月30日㈫

12月９日㈭

12月２日㈭

日　時 時　間 内　容 場　所

12月14日㈫

10：00～14：45

13：30～17：00

10：00～17：00

14：00～16：00

カリキュラム

支え合い　　～つけた

～笑顔が絶えないように～

♥み

今回は、新和町で楽しくボランティア活動をされて
いる上原公子さんをご紹介します。

　「元気なうちは人の役に立つことをして過ごしたい」そう話
す上原さんは、昨年９月にほっと安心サポート事業のサポート
会員に登録されました。はじめは、ひとり暮らし高齢者の方の
窓ふき支援1件でしたが、次第に依頼も増え現在は、資源ゴミ
や燃えないゴミのゴミ出し支援、庭の草刈りなど、複数の方の
支援をされています。「喜んでもらえれば、嬉しいしやる気も
出る。一石二鳥よ」と終始笑顔で答えられ、上原さんにとって
もボランティア活動は日々の活力につながっているように感じ
られました。
　支え合いのある地域、笑顔で過ごすことのできる地域を目指
し、みなさんも支え合い活動への一歩を踏み出してみません
か？社会福祉協議会では、この様な支え合い活動を応援してい
ます。

「ダイヤモンド婚表彰」を実施しました！

　結婚６０年を迎えられたご夫婦を対象
に、ダイヤモンド婚表彰を実施しました。
　この事業は、長年を共に過ごして来ら
れたご夫婦の尊い人生に敬意をささげる
ために、市内全域を対象に実施したもの
です。
　９月の敬老月間に、新型コロナウイル
ス感染予防の観点から、対象世帯への訪
問や、各地区の敬老会や金婚夫婦表彰式
に併せ、表彰状と記念品を贈呈しました。
　表彰者数と表彰状の内容については左
記のとおりとなっています。
　これからも健康に留意され、いつまで
もご夫婦そろって幸せに暮らされること
を願っています。

【今年度の表彰者数】

【賞状】

合　計　１２１組

支　所
本　渡
有　明
倉　岳
新　和
天　草

表彰者（組）
３１
８
１０
５
５

支　所
牛　深
御所浦
栖　本
五　和
河　浦

表彰者（組）
２５
４
１０
１６
７




